
愛知大学文学部文学科設置認可申請書

1949 （昭和24）年 8 月 30 日付で、文部省（当時）

の高瀬荘太郎大臣に提出した「文事部文畢科設置

認可申請書」（手書き。控を本学に保管）を、添

付の認可書（活字。 1950年 8 月 l 日付）も含め

て以下掲載する。

この文書は前年の 1948年 7 月に出された「大

事設置認可申請書」（1997年刊行の『愛知大学五

十年史資料編』に掲載）の追加としての性格を

有していて、それと全く変動・変更のない箇所は

原文でも省略しである。今回の掲載にあたっては

加えて、ほかの同一部分や法経学部（当時）関係

の箇所を一部省略したことを了承されたい（文中

の注記については〔〕内に表示）。

現在、各分野の各専攻を包含した人文社会学科

一本に再編されつつある本学文学部は、新制大学

発足時は社会学科のみであったが、ここで文学科

の設置が認可された（フランス文学専攻は 3 年後）

ことで、のちの史学科・哲学科などの設置につな

がる総合学部への道を歩み出すことになる。

（文責佃隆一郎）

〔表紙

原文縦書き〕

愛知大事文畢部文撃科設置認可申請書

5 、学科増設の傑件 数員組織を一層整備する

こと

なお、以上の事項については、大学設置審議会の答

愛知大事 申もあり、その実施につき報告を徴し、文必要のある

場合には実地硯察をし、敬員組織については、その充

校管第88号の 1 実するまでは同審議会に協議をしなければならない

昭和25年 8 月 l 日

愛知大学学科増設申請者 〔以下、本文

財団法人愛知大学理事林毅陸殿 原文縦書き〕

文皐部文事科設置認可申請書

別紙〔添付〕文部省

文部事務次官伊藤日出登園 此の度事校教育法第四保によって愛知大亭に文挙部

文畢科を設置したいと思いますから御認可下さるよう

大学学科増設について（通知）

昭和24年 9 月 IO 日付で申請のありました愛知大学

学科増設のことは、大学設置審議会に協議しましたと

ころ、次のように増設してさしっかえないことになり

ましたので、その運営ならびに増設傑件の履行につい

ては、遺漏のないようお取り計らい願います

記

1 、増設学科

2 、増設学科の修業年限

3 、増設学科の開設学年

文学部文学科

4 年

第 l 学年、第 2 学年

4 、増設学科の開設時期 昭和25年度

別紙書類を添えて申請いたします

昭和24年 8 月 30 日

設置者

財固法人愛知大事理事林毅陸

文部大臣高瀬荘太郎殿

書類目次
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五、図書標本機械器具等施設

六、皐部及び皐科別事科目

七、履修方法及び皐位授輿

八、皐音11及び皐科別翠生l投容定員

九、職員組織

卜、設置者に関する調

十一、資産

十二、維持経営の方法

十三、現在経営している皐校の現況

十四、将来の計画

第一愛知大事文軍部文皐科設置要項

一、目的及び使命

49 

53 

65 

83 

89 

109 

125 

131 

148 

158 

本大事は昭和二十四年四月一日を以て新亭制によ

外園書 一、九O八冊

外に雑誌報告紀要四七四種一九、三七四

冊（昭和二十三年七月申請済の分に比べて南

行書二、六六一冊雑誌報告紀要一、八二四冊

を増加している）

2 、標本（昭和二十三年七月申請済）〔略〕

3 、機械器具（昭和二十三年七月申請済）〔略）

七、翠部及び皐科の組織並に附属施設

l 、皐部及び事科の組織

法経皐部法事科

経済翠科

文事部 社曾皐科

（以上昭和二十三年七月申詰済）

文皐科

る法経塑部並びに文事部社曾皐科を設置したのであ （新たに設置しようとする皐科）

るが、夙に社曾科事のみならず、人文科学の振興に 2 、附属施設（昭和二十三年七月申請済）〔略）

も深甚なる関心を有する本大事は文皐部本来の性格 八、事部及び皐科別事科目概要

及び使命に鑑み、こ、に教授陣容を強化構充して、

文事部文撃科設置の認可を申請するものである

本大型文型部文皐科の使命とするところは贋く人

文科型、社曾科事並に自然科事の教養を基礎とし

つ人ーは本邦固有の文事及び文化を考究して員に

我が園情並に闘民性に味到せしめ、ーは諸外国の文

畢及び文化を考究して園際的文化を理解せしめ、併

せて一層蹟汎なる視野に立つ一般文型を研究して教

養高き品格ある文化的指導者、ジャーナリスト、文

壇人等の育成を期するものである

以上の使命を達成するために、文皐科の中に園文

事専攻、英文型専攻、 ドイツ文事専攻、中国文翠専

攻及び一般文皐研究の五つの部門を設ける

二、名称愛知大壁（昭和二十三年七月申請済）

新たに設置しようとする苧科 文型部文事科

三、位置愛知臨豊橋市町畑町．

（昭和二十三年七月申請済）

四、校地総坪数三七、九00坪

（昭和二十三年七月申請済）

五、校舎等建物総坪数

建坪五、五六三坪、延坪六、五四一坪

（昭和二ト三年七月申請済）

六、図書標本機械器具等施設概要

l 、図書

総冊数六O、四三一冊

内訳内図書五八、五二三冊
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各事部皐科別墾科目の概要は次の通りである

l 、一般教養科目（各皐部各皐科共通）

人文科皐関係

社舎科事関係

九科目 三十六車位

五科目 二十軍位

自然科皐関係 四科目 十六車位

右の中十科目四十軍位以上を履修させる

2 、専門科目

法経事部法事科

三十六科目 百四十六車位

経済皐科

三十四科目 百三十六車位

文皐部 社曾撃科

二十八科目 百十二軍位

（以上昭和二十三年七月申請済）

文筆科

四卜八科目 二百八軍位

（新たに設置しようとする堕科）

外に卒業論文（各事部各事科共通）八軍位

文事部文事科を除く各翠部各事科（昭和二十三年

七月申請済）にあっては、右〔上〕の中、卒業論

文の外に十八科目七十二軍位以上を履惨させ、合

計八十車位以上とする

文事部文皐科（新たに設置しようとする皐科）に

あっては、右の中、卒業論文の外に十六科目七十

二単位以上を履修させ、合計八十車位以上とする

3 、体育（各皐部各翠科共通） 二科目四軍位



（昭和二十三年七月申請済）

九、履修方法及び皐士号授輿概要〔略〕

十、職員組織概要

皐長 一名

一般教養科目（各皐音fl各皐科共通）

専任教授 七名

専任助教授 ー／ム、－ぜf.ヨ, 

専任助手 二名

専任講師 六名

兼任教授 一名

兼任講師 四名

ーハ名

専門科目

法経皐科
専任教授一五名

専任助教授 四名

専任講師 三名

兼任教授 九名

兼任講師 九名

四O名

文皐部

専任教授二四名

専任助教授 二名

専任講師 三名

兼任教授 三名

兼任講師 四名

ニハ名

体育（各塑部各皐科共通）

専任教授 一名

専任講師 二名

計 三名

合計 一O五名

外に研究員 四名

事務員その他三三名

総計 一四三名

（昭和二十三年七月申請済の職員数に比べて教員

四名の増加である）

十一、撃部及び皐科別皐生定員

法経皐部

法事科 各年次二00名計八00名

経済皐科 ノノー00名計四00名

文型部

社曾皐科 M ー00名計四00名

愛知大学文学部文学科設置認可申請密

（以上昭和二十三年七月申請済）

文皐科 各年次ー00名計四00名

（新たに設置しようとする翠科）

合計 各年次五00名計二000名

，－二、設置者

本学の設置者は財固法人愛知大皐である

本法人の理事及び監事名は次の通りである

理事林毅陸本間喜一横田忍

神野太郎大竹藤知小岩井揮

四方博梅村清小幡清金

鹿島宗二郎

監事片山理鈴木揮郎

本法人の顧問名は次の通りである

顧問三淵忠彦長谷川高次郎

安部能成田中耕太郎

十三、維持経営の方法概要

後述第十二「維持経営の方法」の項に詳述すると

ころであるが、本学経営のために必要な経費並にこ

れが支弁に嘗てられる牧入の各年度の概要は次の通

りである

年度 牧入金額 経費額 差引金額

第一年度（昭和二十五年度）

二五、五五O千円

二六、七七五千円

一、二二五千円（不足）

第二年度（昭和二十六年度）

二八、六七一千円

二九、0八一千円

四一O千円（不足）

完成年度（昭和二十七年度）

三一、七四一千Pl

二九、九五五千円

一、七八六千門（剰余）

右に見る様に初年度並に次年度に於ては、それぞ

れ大約百二十万円及び四十万円の牧支不足額を生ず

るが、これはともに地元各金融機聞からの融資によ

って補填する 併し完成年度においては大約百八十

万円の剰余額を生じ以後の経営は健全になる、なお

牧入についてその概要を示せば次の通りである

1 、新制大事

初年度一千五十万円

次年度一千五百万円

完成年度一千九百万円
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2 、旧制大事

初年度四百四十万円

次年度二百九十万円

完成年度百五十万円

3 、別科及び高等科

各年度三百六十万円

4 、附属事業（出版部、事内工場、華内農場）

初年度九十万円

次年度百十万円

完成年度百三十五万円

5 、後援曾

各年度百万円

6、特別後援曾（父兄曾）

各年度二百五十万円

7 、豊橋市

各年度二百五十万円

右の外従来の実績からして臨時的軍事附金牧入が各

年度とも棺嘗の金額に上る

（詳細は第十二「維持経営の方法』の項参照）

十四、大事開設の時期

昭和二十四年四月一日

（昭和二十三年七月申請済）

文事部文事科開設の時期

昭和二十五年四月一日

第二節教授等

第三節撃生定員

第四章別科

第五章図書館及び研究所

第六章聴講生及び外国事生

第七牽公開講座及び通信教育

第八奪事年、事期及び休業日

第九章寄宿寮及び厚生保健施設

第十章賞罰

愛知大事事則

第一章穂則

第一保本大皐は撃校教育法に依り、高い教養と専門

的教育を施し康く国際的視野をもって人類社会の発

展に貢献しうる人材を養成することを目的とする

第二章事部

第一節事部事科の組織

第二俸本大事に次の皐部及び畢科を置〈

法経事部法事科

経済事科

文皐部 社会事科

（補足） 文皐科

（註） 文事部文皐科は昭和二十五年度に一年次及び 第三保各事部の修業年限を四年とする

二年次の皐生を同時にi投容するが、一年次の穆 第二節事科課程

生は新たに募集し、二年次の事生は現在法経撃

部及び文皐部社会事科の一年次在籍者中の希望

者を輔科させて編成する

第二穆則

註 （補足）とあるのは文筆部文筆科を新たに設

匿するために変更又は摺補した部分である

日次

第一章総則

第二草壁部

第一節事部皐科の組織

第二節事科課程

第三節履修方法及び課程修了の認定

第四節畢士の祢号並びにその授輿に関する事項

第五節入皐、輔入畢、退畢及び休皐

第六節挙資

第三章職員並びに畢生

第一節職員

142 

第四篠各畢部の事科目及び軍位数は別表の通りであ

る

第三節履修方法及び課程修了の認定

第五傑一般教養科目の外に一年次から専門科目を履

修させ逐次之を増加する

第六僻事生は所属の畢科により夫々次の車位数の科

目を履修しなければならない

一、一般教養科目（各畢部各事科共通）

（補足） 外国語一科目（但し文事部文事科は二科目）

の外に人文科事関係、社会科畢関係及び自然

科事関係の三系列に亘って夫々二科目以上

合計十科目四十車位以上

二、専門科目

法経撃部

法事科 必修十ニ科目四十八車位以上

選択六科目二十四軍位以上

経済事科必修十二科目 四十八軍位



選択六科目二十四車位以上

文事部

社会事科必修十三科目 五十二車位

選択五科目二十箪位以上

（補足） 文事科（国文事専攻）

必修九科目四十四軍位

選択七科目二十八車位以上

（英文事専攻）

必修十科目四十四軍位

選択七科目二十八単位以上

（ドイツ文皐専攻）

必修十科目四十四車位

選択七科目二十八軍位以上

（中国文撃専攻）

必修九科目四十四車位

選択七科目 二十八車位以上

（一般文事研究）

必修八科目三十六車位

選択九科目 三十六車位以上

各事部各皐科共通卒業論文八車位

三、体育（各事部各事科共通） 四車位

合計 百二十四車位以上

愛知大学文学部文学科設置認可申請書

三、通常の課程以外の課程によりこれに相当する皐

校教育を修了した者

四、外園に於て皐校教育における十二年の課程を修

了した者

五、文部大臣の指定した者

六、その他本大事において高等皐校を卒業した者と

同等以上の撃力があると認めた者

第十三侮入畢志願者数が採用人員に超過したときは

高等事校卒業程度による選披試験を行う

第十四保敏員のある場合には志願者につき詮衡の上

相嘗年次に転入撃を許可することがある

第十五傑入事志願者は所定の書類及び検定料を指定

期日迄に提出しなければならない

第十六傭検定料の額は別に定める、－！！納付した後

は返還しない

第十七保入穆を許可された者は宣誓をし畢生名簿に

署名する

なお所定の書式によって在皐保証書、戸籍抄本を

指定期日迄に提出しなければならない

第十八侮保証人は二名とし、そのー名は父兄（父兄

のない者はこれに代る親戚等） 他のー名は豊楠市

内に居住し身元確実で一家計を立てる者とする

第七催事生は選択科目については教授の指導を受け 保証人はその畢生の在皐中は本人に関する一切の

て履修しようとする科目を皐年の始に届出なければ 事件について連帯の責任を負ねばならない

ならない 第十九僻事生が病気その他やむを得ない事由によっ

第八保試験は皐科誤験及び卒業論文試験とする て退事をしようとするときは保証人連署の上その旨

事科試験は皐期の終りに行う、但し必要があれば を届出なければならない

臨時試験を行うことがある 第二十傑前俸の規定による退事者がその畢籍を失つ

卒業論文試験は四年次の終までに行う たときから二年以内に再入事を願出た場合には教授

第九保試験の成績は百点をもって満点とし、六十点 曾の決議によって再入撃を許可することがある 但

以上を合格とする し入事の時期は学期の始とする

第四節事士ぷ蒜与並びにその授輿に関する事 第二十一焼事生は八年を超えて在皐することはでき
項 ない

第十侮四年以上在事し第六候所定の車位数を取得し

たものに畢士の祢号を授興する

事士の祢号については耳目に定める

第五節入事、転入事、退皐及び休事

第十一侮入皐期は畢年の始とする

第十二侮事部に入事できる者は次の各号のーに該当

しなければならない

一、高等事校卒業者

二、通常の課程による十二年の皐校教育を修了した

者

但し休皐した期聞は在事期間に算入しない

第二十二傑事生が病気その他やむを得ない事由によ

って一事期以上就皐ができないときは休撃すること

ができる

第二十三悔休撃しようとする者は所定の書式にょっ

て保証人連署の上休皐願を提出しなければならない

第二十四保体事中は授業料の半額を免除する

第六節事費

第二十五傑授業料及び入畢金は指定期日迄に納付し

なければならない、一旦納付した後は返還しない
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但し授業料については正首の事由をもって願出た

ものには三回の分納を認めることがある、分納の時

期は四月、九月及び一月とする

第二十六侮授業料及び入皐金の額は別に定める

第二十七候授業料又は入皐金の納入を怠り、督促を

受けても納入しない者は除籍する、除籍された者が

再入撃を願出たときは教授曾の決議によって許可す

ることがある

第三章職員並びに翠生

第一節職員

第二十八傑本大型に組長及び撃部長を置く

外に副総長を置くことができる

館、長は大撃を統督し、事部長は事部を統督する

第二十九保本大事に評議会を設ける

評議会は館、長の諮問に鹿える

第三十保本大事に一定数の事務職員を置く

第二節教授等

第三十一保本大皐に一定数の教授、助教授、講師及

び助手を誼く

教授、助教授、講師及び助手は教授研究に従事す

る

第三十二傑本大型各事部に教授会を設ける

教授会は重要事項を審議する

第三節皐生定員

第三十三保製部の畢生定員は次の通りである

法経皐部法皐科 八00名

経済事科四00名

文皐部 社会皐科四00名

（補足） 文皐科 四00名

第四章別科

第三十四傾本大翠に経済男IJ科を設ける

別科に関する規定は別に定める

第五章図書舘及び研究所

第三十五締本大事に図書舘を設け、職員及び畢生の

自由な研究に資する

第三十六候本大事に研究所を設ける

研究所に関する規定は別に定める

第六章聴講生及び外園皐生

第三十七保皐部の科目について聴識を志願する者が
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あるときは、教授会に於て資格を詮街し映員のある

場合に限り聴講を許可する

第三十八傍聴講生が聴講科目の試験に合格したとき

は該科目について修了証明書を授興する

第三十九傍聴講料の額は別に定める、一旦納付した

後は返還しない

第四十傑 入皐、退皐、休翠及び賞罰に関する規定は

聴講生に準用する

第四十一保 外国人の入皐志願者は、その入畢資格に

っき笛該外国公舘の謹明を必要とする

第四卜二傑 外園人の入事志願者は定員外に入撃を許

可することカfある

第七草公開講座及び通信教育

第四十三傑 本大事は随時公開講座を設け一般の人々

のraF皐に資する

第四十四傑本大撃に通信教育の制度を設ける

通信教育に関する規定は別に定める

第八草壁年、皐期及び休業日

第四十五i傑翠年は毎年四月一日に始まり翌年三月三

十一日に終る

第四十六保皐年を二事期に分ける、四月一日から十

月十五日までを前期とし 十月十六日から翌年三月

三十一日までを後期とする

第四十七｛傑休日は次の通りである

一、日曜日、祝日

一、創立記念日 十一月十五日

一、夏季休日 七月一日から八月三十一日まで

一、冬季休日 十二月二卜五日から翌年一月十日ま

で

一、春季休日 三月二十一日から四月十日まで

第九章寄宿寮及び厚生保健施設

第四十八｛謀 本大撃に寄宿祭を設け、入寮希望の皐生

をl投容する

寄宿寮に関する細則は到に定める

第四ト九傑本大事に医療室を設け、職員及び事生の

保健医療に努める

第五十保職員及び畢生の厚生のため次の施設を設け

る

一、皐内工場

一農場



一、事生食笠

その｛也

第十草質問

第五十一候品行不良、事業怠慢、その他懲戒を要す

ると認められた皐生は訓戒、謹慎、停事又は退撃に

慮せられる

懲戒は教授会の議を経て組長之を行う

科目表

一般教養科目 各事部各皐科共通

科医 車位数 鑓 考
人文科皐関係

哲皐 4 哲撃史を含む

倫理拳 2 

論理皐 2 

歴史 4 

人文地理事 4 

文撃一部 4 園語
文祭二部 4 漢文

外国語一部 8 英撃の中ーを履修
外国語二部 4 英華独傍露

社曾科事関係
社曾科事概論 4 

法撃 4 

政治事 4 

経済事 4 

社曾撃 4 

自然科翠関係

自然科挙概論 4 物理事を含む
数拳 4 

生物事 4 

化翠 4 

一般教養科目については、外国語一部必修、その外
人文科事関係、社命科拳関係〔、〕自然科事関係の三
系列に亘って夫々二科目以上、外国語一部と併せて合
計十科目四十軍位以上を履修する
（補足） 但し文筆都文単科においては外国語は英、撃、

独、倒、露の中二科目（各六鼠位合計十二軍位）
を必修とする

体育各事部各皐科共通

｜講義 I 21 
何れも必修

｜実技 I 21 

法経事部法皐科専門科目〔略〕

法経皐部経済事科専門科目〔略〕

愛知大学文学部文学科設置認可申請書

文皐部社会事科専門科目

科目 箪位数 備 考
必修科目

社会与 4 

社会史 4 

社会思想史 4 

社会事業論 4 

社会教育論 4 

社会調査 4 

新聞穆 4 

哲事 4 

倫理翠 4 

民族［俗刑事 4 

文化史 4 

外国書研究 4 

演習 4 

卒業論文 8 

選択科目 五科目二十車位以上
を選ぶ

社会，心理樫 4 

社会政策 4 

害事働問題 4 

協同総合論 4 

哲事史 4 

東洋思想史 4 

東洋史 4 

文筆概論 4 

言語撃 4 

教育撃 4 

宗教事 4 

考古事 4 

社会法 4 

統計事 4 

社会皐特殊講義 4 

（補足）文事部文事科専門科目

科目 単位数 備考
（圏文事専攻）
必修科目

回文拶権論 4 

園文筆史 4 

国語皐概論 4 
国語撃史 4 

国文星第特殊講義 4 

闘文筆諮讃 12 

文撃概論 4 

言語撃概論 4 

国文事演習 4 

卒業論文 8 
選択科目 七科目二十八寧

位以上を選ぶ

英文挙概論 4 

ドイツ文事概論 4 

フランス文拳概論 4 

ロシヤ文撃概論 4 

中国文筆概論 4 

馨術史 4 

文化史 4 

現代文撃論 4 

現代詩論 4 
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新聞事 4 図書舘準 4 

図書詰翠 4 映画演劇論 4 

映画演劇j論 4 哲事 4 

哲撃 4 哲撃史 4 

哲撃史 4 中国哲翠史 4 

中国哲事史 4 （中国文事専攻）
（英文穆専攻） 必修科目
必修科目 中国文製紙論 4 

英文皐概論 4 中国文翠史 4 

英文事史 4 中国古文講説 8 

英文事特殊諮義 4 中国文筆特殊諮義 4 

英文撃諮調 8 中国語事概論 4 

英語挙概論 4 中国語響詩誼 8 

英語史 4 文翠概論 4 

英文法概論 4 言語挙織論 4 

文事概論 4 中国文撃演習 4 

言語翠概論 4 卒業論文 8 

英文撃演習 4 選択科目 七科目二十八軍
卒業論文 8 位以上を選ぶ

選択科目 七科目二十八軍 園文挙概論 4 

位以上を選ぶ 英文撃概論 4 

国文事概論 4 ドイツ文皐概論 4 

ドイツ文挙概論 4 フランス文撃概論 4 

フランス文挙概論 4 ロシヤ文皐概論 4 

ロシヤ文撃概論 4 整術史 4 

中国文事概論 4 文化史 4 

事芸術史 4 現代文翠論 4 

文化史 4 現代詩論 4 

現代文与論 4 新聞事 4 

現代詩論 4 図書館事 4 

新聞皐 4 映画演劇論 4 

図書舘撃 4 哲翠史 4 

映画演劇論 4 中国哲皐史 4 

哲皐 4 （一般文撃研究）
哲製史 4 必修科目
中国哲事史 4 文事概論 4 

（ドイツ文翠専攻） 言語謬概論 4 

必修科目 国文謬紙論 4 

ドイツ文事概論 4 現代文翠論 8 

ドイツ文事史 4 現代詩論 4 

ドイツ文撃識調 8 重芸術史 4 

ドイツ文皐特殊講義 4 文化史 4 

ドイツ語撃概説｛治則 4 一般文撃演習 （ママ）

ドイツ語史 4 卒業論文 8 

ドイツ語墾講調 4 選択科目 。印中から四科
文筆概論

• 
4 

言語撃概論 4 

ドイツ文撃演習 4 

卒業論文 8 

0国文暴史 4 B十六鼠位その

0英文事概論 4 他から五科医二

0 ドイツ文事概論 4 十翠位合計九科
自三十六単位以
上を選ぶ

選択科目 七科目二十八車 0フランス文容概論 4 
位以上を選ぶ 。ロシヤ文翠概論 4 

国文事概論 4 0中国文撃概論 4 
英文翠概論 4 哲事 4 
フランス文翠瓶論 4 哲撃史 4 
ロシヤ文皐概論 4 中国哲事史 4 
中国文事概論 4 社会与 4 
整術史 4 社会史 4 
文化史 4 新聞事 4 
現代文事論 4 考古皐 4 
現代詩論 4 

新聞謬 4 
映画演劇論 4 

図書館翠 4 
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第三校地

（昭和二十三年七月申請済の分と変りなく省略する）

第四校舎等建物

（昭和二十三年七月申請済の分と変りなく省略する）

第五図書標本機械器具等施設

一、図書

種別
冊 数

備 考
内毘書 外国書 計

一般教養図書 回、00八 四六一 四、四六九
専門図書 五回、五一五 一、四四七 五五、九六二 漢籍三一、六二二冊を含む

計 五八、五二三 一、九O八 六O、四三一
箪行書 五八、五二三 一、九O八 六O、四三一

雑誌報告紀要 四六八種 六種 四七四種
一八、五三五 八三九 一九、三七四

首f 七七、O五八 二、七四七 七九、八O五

備考昭和二十三年七月申請済の分に比べて車行書二、六六一冊、雑誌報告紀要一、八二四冊
合計四、四八五冊増加している

二、標本

（昭和二十三年七月申請済の分と変りなく省略する）

三、機械器具

（昭和二十三年七月申請済の分と変りなく省略する）

四、施設

（昭和二十三年七月申請済の分と変りなく省略する）

第六撃部及び皐科別拳科目

開設年度及び箪位数
事部 喜界科 撃科目 第一 第二 第二 第四

年度 年度 年度 年度
文筆部 文撃科 一般教養科目

人文科事関係

哲 撃 4 

倫理事 2 

論理事 2 

歴 史 4 

人文地理事 4 

文挙一部（菌語） 4 

文筆二部（漢文） 4 

外国語 12 

社舎科挙関係
社曾科事概論 4 

法 挙 4 

政治翠 2 2 

経済撃 2 2 

社曾拳 4 

自然科皐関係

自然科撃概論 4 

数 翠 4 

生物事 2 2 

イ包 撃 4 

計 備 考

4 哲事史を含む
2 

2 

4 

4 

4 

4 

12 英、独、備、露、華

4 

4 

4 

4 

4 

4 物理撃を含む
4 

4 

4 
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専門科目
文皐
概論部門

文事概論 2 2 4 

現代文事論 2 6 8 

現代詩論 2 2 4 

園文拳
瓶論部門
園文事概論 4 4 

歴史部門
園文撃史 2 2 4 

批判部門
国文筆特殊講義 4 4 

作品部門
園文事務讃 4 8 12 

語撃部門
国語翠概説 2 2 4 

国語撃史 2 2 4 

英文事
概論部門
英文拳概論 2 2 4 

歴史部門

英文拳史 4 4 

批判部門
英文事特殊講義 2 2 4 

作品部門
英文筆諮讃 2 2 4 

語事部門
英語事繊説 2 2 4 
英語史 4 4 

英文法概論 2 2 4 

ドイツ文撃

概論部門
ドイツ文撃概論 2 2 4 

歴史部門
ドイツ文筆史 2 2 4 

批判部門
ドイツ文拳特殊講義 4 4 

作品部門
ドイツ文穆講讃 2 6 8 

語拳部門

ドイツ語事概説 4 4 

ドイツ語史 2 2 4 
ドイツ語撃講韻 4 4 

フランス文容

概論部門
フランス文筆概論 2 2 4 

ロシヤ文事

概論部門
ロシヤ文事概論 2 2 4 

中国文事

概論部門
中園文事概論 2 2 4 

歴史部門
中国文筆史 4 4 
批判部門
中園文筆特殊講義 4 4 

作品部門

中国古文講讃 2 2 4 
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語撃部門
中国語拳概論［説カ〕
中国語事講韻

言語撃
概論部門
言語皐概説

歴史事
一般史部門
文化史
聾術史
考古事
哲事
概論部門
哲 皐

歴史部門

哲撃史
中園哲事史

社曾事

概論部門
社曾事
歴史部門
社曾史
特殊研究部門

新聞事
その他
映画演劇論

圃書館事
演習

国文事演習
英文撃演習

ドイツ文事演習
中国文筆演習

一般文事演習
体育
講
実

i口>,. 

第七履修方法及畢位授興

一、履修方法

義
技

計

2 2 

4 

2 2 

2 2 

2 

2 2 

2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 

2 2 

4 

2 2 

2 2 

2 2 

2 

2 

132 130 

一般教養科目の外に一年次から専門科目を履修さ

せ逐次之を増加する

二、撃士強授輿

四ヶ年以上在撃し次の草位数を獲得したものに皐

土競を授興する

1 、一般教養科目については外国語二科目の外に、

人文科事関係、社曾科事関係、自然科事関係の三

系列に亘って夫々二科目以上、合計十科目四十車

位以上

2 、専門科目については

文事部文事科

イ、闇文事専攻十六科巨七十二軍位以上

2 

2 

2 

4 

4 

22 
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4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

284 

ロ、英文事専攻十七科目七十二皐位以上

ハ、 ドイツ文事専攻

十七科目七十二車位以上

ニ、中国文事専攻

十六科目七十二軍位以上

ホ、一般文事専攻

十七科目七十二車位以上

及び卒業論文八車位合計八十車位以上

3 、体育四車位

合計百二十四車位以上
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一内課

事部 翠科 専攻別 製科目
必修 選揮

備 者-, 
単位数 思位数

文製部 文亭科 各専攻共通 一般教義科目
人文科皐関係
哲 撃 4 哲智史を含む
倫理翠 2 

論理翠 2 

歴 史 4 

人文地理事 4 

文撃一部（国語） 4 

文翠二部（漢文） 4 

外岡語 12 英、独、側、露、華の中二つ

社曾科事関係
社曾科皐概論 4 

法 声竺1主. 4 

政治皐 4 

経済挙 4 
社曾翠 4 

自然科皐関係

自然科事概論 4 物理撃を含む
数 事 4 

生物翠 4 

化 E手 4 

専門科目
国文翠専攻 文事

概論部門
文筆概論 4 

現代文翠論 4 

現代詩論 4 

図文翠
概論部門

園文筆概論 4 

歴史部門
園文事史 4 

批判部門

園文事特殊講義 4 

作品部門

国文皐論説 12 

語翠部門
園語事概説 4 

園語型史 4 

英文撃
概論部門
英文事概論 4 

ドイツ文筆

概論部門

ドイツ文事概論 4 

フランス文皐

ト一一一一ー
概論部門
フランス文事概論 4 

ロシヤ文事

概論部門
ロシヤ文事概論 4 

中園文事
概論部門
中国文翠概論 4 

言語翠
概論部門
言語翠概論 4 
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歴史事
一般史部門

文化史 4 

襲術史 4 

哲撃

概論部門
哲 事 4 

歴史部門
哲撃史 4 

中国管事史 4 

社曾翠

特殊研究部門
新聞撃 4 

その他
映画演劇論 4 

画書舘撃 4 

英文皐専攻 文事
概論部門
文皐概論 4 

現代文事論 4 

現代詩論 4 

園文撃
概論部門
園文事概論 4 

英文撃
概論議l門
英文撃概論 4 

歴史部門
英文拳史 4 

批判部門
英文墾特殊講義 4 

作品部門
英文筆諮讃 8 

語事部門
英語事概論〔鋭カ〕 4 

英語史 4 

英文法概論 4 

ドイツ文事

概論部門
ドイツ文拳概論 4 

フランス文事
概論部門
フランス文事概論 4 

ロシヤ文筆
概論部門
ロシヤ文撃概論 4 

中関文事
概論部門
中国文撃概論 4 

言語皐

概論部門

言語撃概論 4 

歴史事
一般史部門
文化史 4 

事術史 4 

哲穆
概論部門
管 翠 4 

歴史部門
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哲事史 4 

中国哲皐史 4 

社会与
特殊研究部門
新聞事 4 

その他
映画演庫理論 4 

図書館事 4 

ドイツ文皐専攻 文事
概論部門
文撃概論 4 

現代文事論 4 

現代詩論 4 

園文筆
概論部門
国文事概論 4 

英文皐
概論部門
英文事概論 4 

ドイツ文撃

概論部門
ドイツ文事概論 4 

歴史部門
ドイツ文撃史 4 

批判部門

ドイツ文筆特殊講義 4 

作品部門

ドイツ文事講調 8 
語製部門
ドイツ語事概説 4 

ドイツ語史 4 

ドイツ語皐講誼 4 

フランス文事
概論部門
フランス文筆概論 4 

ロシヤ文筆

概論部門

ロシヤ文事概論 4 

中国文撃
概論部門
中国文事概論 4 

言語撃
概論部門
言語事概論 4 

歴史皐
一般史部門
文化史 4 

事華街史 4 
哲翠

織論部門
管 事 4 

歴史部門

f雪辱史 4 

中園哲挙史 4 

社会撃
特殊研究部門
新聞事 4 

その｛也
映画演劇論 4 

図書舘撃 4 
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中国文事専攻 文撃

概論部門
文事概論 4 

現代文撃論 4 

現代詩論 4 

国文翠
概論部門
国文筆概論 4 

英文型
概論部門
英文撃概論 4 

ドイツ文事
概論部門
ドイツ文事概論 4 

フランス文撃
概論部門
フランス文挙概論 4 

ロシヤ文翠

概論部門
ロシヤ文字概論 4 

中国文亭
概論部門
中国文型概論 4 

歴史部門
中国文事史 4 

批判部門
中国文事特殊講義 4 

作品部門

中国古文論調 8 

語事部門
中国語翠概論 4 

中国語塑論調 8 

日－語撃

概論部門

口語翠概論 4 

歴史翠
般史部門

文化史 4 

萎術史 4 

哲皐

概論部門
哲 撃 4 

歴史部門
哲墜史 4 

中園哲穆史 4 

社会事
特殊研究部門
新聞皐 4 

その他
映画演劇論 4 

図書館翠 4 

一般文筆研究 文翠
選択科目中O印の中から
特に四科目を選ぶ

概論部門
文撃概論 4 

現代文謬論 8 

現代詩論 4 

国文事
概論部門
国文挙概論 4 
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歴史部門

国文挙史 04 

英文挙
概論部門
英文撃概論 04 

ドイツ文拳
概論部門
ドイツ文皐概論 04 

フランス文撃
概論部門
フランス文事概論 04 

ロシヤ文事
概論部門

ロシヤ文事概論 04 
中国文事

概論部門
中国文事概論 04 

言語撃
概論部門
言語事概論 4 

歴史翠

一般史部門
文化史 4 

著書術史 4 

考古事 4 
哲皐

撫論部門
哲 皐 4 

歴史部門
哲撃史 4 

中国哲事史 4 
社会事
概論部門
社会事 4 
歴史部門
社会史 4 

特殊研究部門
新聞事 4 

そのイ也
映画演劇論 4 

図書館撃 4 
各専攻共通 体育

講 義 2 

実 技 2 

各専攻共遜 演習 4 
各専攻共通 卒業論文 8 

k,. Eコ 計
l 、国文事専攻 68 120 
2 、英文事専攻 68 120 

3 、ドイツ文事専攻 68 120 

4 、中国文撃専攻 68 120 

5 、一般文撃研究 68 120 
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第八撃部及び畢科別筆生牧容定員

一、皐部及び畢科別毎年入畢収容定員

文製部文型科 -oo名

二、事部及び皐科別総事生政容定員

文皐部文事科凹00名

三、専門科目別事生J&容定員

事部 ~科 専門科目 牧容定員
文撃部 文撃科 文撃概論 -00 

現代文祭論 五O
現代詩論 五0
国文事概論 -00 
圏文挙史 五O
国文拳特殊講義 五O

園文事講調 五O
園語翠概説 五O
図語亭史 五0
英文撃概論 -00 
英文事史 五0
英文翠特殊講義 五0
英文事講説 五0
英語撃概説 五O
英語史 五O
英文法概論 五O
ドイツ文筆概論 五O
ドイツ文翠史 五O
ドイツ文撃特殊語義 五0
ドイツ文亭諮調 五O
ドイツ語謬概説 五0
ドイツ語史 五O
ドイツ語撃講説 五O
フランス文撃

五O
概説［論カ〕
ロシヤ文翠概論 五0
中国文事概論 五O
中国文挙史 五0
中国文筆特殊講義 五0
中園古文諮讃 五0
中国語撃概論 五O
中国語撃議論 五0
言語事概論 -00 
文化史 五0
重芸術史 五O

考古事 五O
哲事 五O
哲皐史 五O
中国哲挙史 五OI
社会皐 五0
社会史 五0
新聞撃 五0
映画演劇論 五0
図書舘撃 五O
園文翠演習 五O
英文撃演習 五0
ドイツ文翠演習 五OI
中園文翠演習 五0
一般文事演習 五0

備考

愛知大学文学部文学科設置認可申請書

第九職員組織 〔この項、表内の漢数字を算用数

字化〕

ー職員糖、括

職名
人 員

専任 兼任
備 考

容長

教員

教授 47 13 60 
専任教授中 l 名
は挙長兼担

助教授 12 12 

助手 2 2 

講師 14 17 31 

研究員 4 4 

事務員 26 26 

主｛；のイ也

守衛 3 3 

使丁 2 2 

給イ士 2 2 

合計 113 30 143 

部課長及び科目主任表
文撃部長 秋葉隆
文翠科長 問中梅吉

科目主任
一般教義科呂
人文科事関係 川出麻須美
外国語 中村和之雄
ネ土曾科挙関係 玉井茂
自然科事関係 箕作新六

専門科目

文 塾 田中梅吉

圏文筆 久曽神昇
英文墾 若江得行
ドイツ文翠 板倉靭音
フランス文筆 山崎知二
ロシヤ文皐 熊沢復六
中国文事 鈴木択郎
言語撃 服部正己
歴史事 鈴木中正
哲 翠 高桑純夫
社舎皐 秋葉臨
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二、撃部及び穆科教員

配 1筆 定 員

撃部 療科 事科目 教 授 助教授 議 師 備 考
任専 兼任 兼担 計 任専 兼任 兼担 計 任専 兼任 兼担 計

計

文撃部 文筆科 一般教養科医
人文科事関係

哲 撃 2 哲撃史を含む

倫理準 2 

論理懇 l 
歴 史 2 

人文地理事 l 

文事一部（園語） 2 3 4 

文撃二部（漢文） 2 
外冨語 l 6 8 2 2 4 2 6 16 英独傍露肇

（英語） 1 3 2 3 7 

（独語） 2 2 3 

｛傍語）
tママ｝

2 
（露語） 1 2 
（肇語） 2 2 3 

社曾科事関係
社倉科事概論
法 要事 2 2 
政治懇
経済拳
社曾謬 2 

自然科事関係 専任助手 2名
自然科拳概論 2 物理事を含む
数 撃 2 2 
生物拳
化 皐 2 2 2 

専門科目
文事
概論部門
文事概論
現代文筆論 2 2 2 
現代詩論

園文事
概論部門
園文事概論

歴史部門
置文撃史

批判部門
画文事特殊議義

作品部門
画文撃講調 2 

語事部門
国語撃機説
園語拳史

英文事
概論部門
英文撃概論

歴史部門
英文撃史

批判部門
英文事特殊講義

作品部門
英文筆譜讃

語事部門
英語皐概説
英語史
英文法概論

ドイツ文事
概論部門
ドイツ文撃概論
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f読史音fl門
ドイツ文翠史

批判部門
ドイツ文翠特殊諮義

作品部門
ドイツ文翠諮讃 2 2 2 

語感部門
ドイツ語容概説
ドイツ語史
ドイツ語撃諮調

フフンス文筆
概論部門
フランス文拳概論

ロシヤ文皐
概論部門
ロシヤ文撃級論

中国文皐
概論部門
中国文事概論

歴史部門
中国文皐史

批判部門
中園文挙特殊講義

作品部門
中園古文講調

語翠部門
中園語挙概論［蹴カ1
中園語事講誼

言語研
概論部門
員語事概論

歴史事
一般史部門
文化史
惑術史
考古筆

哲翠
概論部門
哲 翠

歴史部門
哲皐史
中図哲謬史

社曾皐
概論部門
社合亭
廃史部門
社曾史

特殊研究部門
新聞事

その他
映画演劇論
図書舘翠

演習
図文筆演習 1 
英文事演習
ドイツ文翠演習
中園文皐演習
一般文事演習 4 4 4 

体育
諮 義
実 技 2 2 2 

fr 計 51 6 15 72 8 。 3 11 12 5 18 101 
外に専任助手
2 名

/57 
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知

女
中
村
た
み
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8

 
9

 
全

助
手

専
任
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宅島

浜
松
工
専
化
＊
部

な
し

昭
和
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4

 1
2 
昭
和

25
4

 
7,
00
0 
高
知

男
佐
竹
彩
三

大
正
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3

 
7

 
昭
和
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7
中
務
済

燃
料
化
懇
科

教
授

兼
担

社
合

製
6

 
東
大
文
製
部

文
事
博
士

者
：
6

11
 
21
 
II 

6
 
採
用
済

12
,0
00
 
千
葉

全
秋
葉
随

明
治

21
10
 
15
 

全
社
曾
是
非
科

2合
12

全
社
曾
科
製
紙
論

10
 
京
大
法
製
部

箸
18

か
2
2

4
 I
S 

全
12
,0
00
 
群
馬

全
住
谷
悦
治

か
2
8

12
 
18
 

全
政
治
科

論
1

全
政

治
堅幹

10
 
東
大
法
製
部

幸子
3

11
 
21
 
II 

2
6
 

全
12
,0
00
 
東
京

全
戸
津
鎚

t彦
11
 
2
6
 
8

 3
1 

全
政
治
製
科

論
4
以
上

全
全

文
＊
二
部
（
漢
文
）

4
 
大
東
文
化
＊
続

著
4

11
 
22
 
4

 
1

 
全

11
,0
00
 
鹿
島

全
野

f白
守

11
 
3
0
 
II 

10
 

全
高
等
科

論
7

全
全

露
illi 

I
 東
京
外
語
録
語
科

箸
2
論

3
11
 
23
 
2
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4
 

全
11
,0
00
 
愛
知

全
fl君
湾
俊
六

か
3
2

4
 
8

 
昭
和
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7
専
任
で

訳
15

申
請
済

〔
改
頁
〕
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全
全

華
~

&
 

2
 
上
海
東
亜
同
文
曾
院

著
2

"
 2
1 

12
 
28
 

全
11
,0
00
 
栃
木

全
鈴
木
律
邸

II
 
31
 

6
 2
7 

全

全
全

傍
ail 

7
 
東
大
文
皐
部

論
l
以
上

"
 2
2 

4
 2
4 

4ノ、-
 

I0
,0
00
 
商
事
岡

全
山
崎
知
二

"
 3
6 

I
 7

 
全

俗
文
事
科

全
全

f虫
ia 

3
 
京
大
文
撃
部

著
4

ノノ
21
 
10
 
24
 

全
10
,0
00
 
愛
知

全
板
倉
鞠
音

"
 4
0 

4
 2
6 

全
文
穆
科

論
7

全
全

文
製
一
部
（
圏
語
）

2
 
東
大
文
撃
部

著
15
論
47

ノノ
21
 
12
 
28
 

全
9,
00
0 
愛
知

全
久
曽
神
舜

全
図
文
経
科

編
5

全
全

笑
語

2
 
3長
大
文
製
部

著
1
論

1
"

 2
1 

9
 1
3 

」ノ
、ー

9,
00
0 
鹿
島

全
若
江
得
行

"
 4
3 

3
 2
6
 

全
英
文
撃
科

訳
1

全
全

独
a一司
h百,-

＊
大
文
翠
部

著
1
論

2
II
 
21
 
10
 
]8
 

全
9,
00
0 
徳
島

全
服
部
正
巳

II
 
4
4
 
9

 1
2 

i出
向

23
7
申

i背
済

3
 
言
語
皐
科

訳
4

全
全

文
与
一
部
（
国
語
）

2
 
京
大
文
翠
部

論
14

昭
和

25
10
 

12
,0
00
 
愛
知

全
市

HI
寛

II
 
21
 
IQ
 
31
 
昭
和

23
7
専
任
で

国
文
撃
科

編
1

申
請
済

助
全

法
翠

2
 
京
大
法
翠
部

な
し

II
 
22
 
5

 
I

 
採
用
済

9,
00
0 
高
知

全
一
回
一
位

II
 
4
4
 
5

 2
3
 

II
B湘

23
7
申

E的
芹

教
授

全
会

歴
史

6
 
東
大
文
筆
部

議
B

II
 
21
 

9
 J
Q 

全
8,
50
0 
愛
知

全
鈴
木
中
正

大
正

2
2

 2
5 

日百
平（
）
23

7
専
任
で

東
洋
史
事
科

府
議
済

言
持
師
全

歴
史

6
 
東
思
高
師
本
科

著
2

II
 
23
 
10
 
13
 
昭
和

25
4

 
10
,0
00
 
東
京

全
北
垣
恭
次
郎
明
治

10
12
 
25
 
昭
和

23
7
申
認
済

地
理
歴
史
部

教
授

兼
任

東
北
大
串

哲
製

4
 
東
北
大
事
法
文
拶

著
7

昭
和

21
8

 2
9 
昭
和

25
4

 
3,
00
0 
高
知

男
武
市
健
人

明
治

34
5

 
昭
和

23
7
申
請
済

諮
師
哲
塁
弾

部
哲
皐
科

論
40
以
上

全
全

駒
沢
大
皐

央
圭岡

笠ロ
。
東
大
文
翠
部

著
10

,, 
21
 

9
 2
3 

I
全

3,
00
0 
東
京

全
石
黒
魯
平

II
 

18
 
6

 1
4 

全
教
授

言
語
準
科

ffi!
'l師

全
愛
知
一
師
人
文
地
理

10
 

E巨
大
文
挙
部

な
し

II
 
21
 
IQ
 
14
 
採
用
済

2,
00
0 
愛
知

全
小
木
曽
公

刀
3
5

10
 
II 

全
教
授
地
医

西
洋
史
筆
科

会
全

数
製

6
 
東
北
大
翠
理
綾
部

論
l

II
 
23
 
2

 1
8 

H!
lf
11
27
 
4

 
2,
00
0 
愛
知

全
早
川
正
美

II
 
4
0
 
4

 
1

 
全

全
全

央
話

2
 
東
大
文
製
部

か
2
4

10
 

2,
00
0 
愛
知

全
太
田
耕
治

II
 
36
 
1] 

15
 

全
英
文
鎮
科

第
八
高
等

2
 
京
大
文
製
部

全
全

墜
校
教
佼

独
3喜

E者
3

II
 
25
 
4

 
2,
00
0 
愛
知

」ノ
、調
中

f傑
宗

i的
か

4
3

IO
 

I
 

独
ヨMロ託

独
文
畢
科

〔
改
頁
〕

階自U庁特は門根強uN特諮賜醐剖』岳蹴醐
教
授

専
任

社
守雪

E手
2

 
東
大
文
接
部

文
型
開
士

著
6

昭
和

21
11 

6
 
採
m
済

12
,0
00
 
千
葉

男
秋
葉
隆

明
治

21
10
 
15
 
昭
和

23
7
社
会
場

社
合
筆
科

Z命
12

科
で
申
請
済

文
製
紙
論

全
全

ド
イ
ツ
文
皐
概
論

8
 東
大
文
筆
部

著
4
論

l1
 

11
 
22
 
6

 2
8 

会
12
,0
00
 
京
都

全
田
中
傍
吉

II
 
]6
 
9

 
6

 
ド
イ
ツ
文
皐
講
読

独
文
事
科

訳
3

ド
イ
ツ
文
事
特
殊
諮
義

全
企

園
文
筆
概
論

2
 
東
大
古
典
科

文
研
博
士

著
6
以
上

II
 
23
 
12
 
4

 
ni
l串

]2
5

10
 

12
,0
00
 
東
京

全
佐
々
木
信
網

II
 

5
 
6

 
3

 
論
多
数

全
全

現
代
文
＊
－
論

2
 
東
大
法
科
大
接

箸
2

11
 
2
2
 
2

 1
1 

全
12
,0
00
 
徳
島

全
新
居
絡

II
 
21
 

]
 9

 
政
治
科

訳
l

全
全

現
代
文
型
論

2
 
＊
大
経
済
事
部

著
IO
以
上

昭
和

26
4

 
11
,0
00
 
静
岡

全
芹
沢
光
治
良

II
 
3
0
 
5

 4
 

論
l

全
全

社
f守

史
2

 
東
大
法
容
部

著
18

昭
和

22
4

 1
5 
採
用
済

12
,0
00
 
群
馬

全
住
谷
悦
治

I/
 
28
 
)2
 
18
 
昭
和

23
7t

.士
会
準

政
治
科

論
l

科
で
申
務
済

全
全

墓
術

史
2

 
京
大
文
筆
部

著
5

昭
和

26
4

 
10
,0
00
 
東
京

全
見
回
石
介

II
 
39
 
4

 2
3 

哲
皐
科

論
3

全
全

哲
E事

2
 
上
智
大
墾
壁
郡
（
マ
マ
）

著
8

日
目
干
日
23

11 
2
6
 

刀
2
6

10
 

10
,0
00
 
滋
賀

会
高
桑
純
夫

か
3
6

6
 
4

 
昭
和

23
7
社
会
準

宮
耳
鼻
科

論
3

科
で
申
紛
済

全
全

新
flll
 

2事
2

 
東
大
経
済
製
部

著
l
訳

l
II
 
2
4
 
5

 2
 
保
用
済

11
,0
00
 
愛
知

全
清
水
武
雄

II
 
31
 

6
 
I

 
全

論
5
以
上

国
語
事
慨
説

8
 
京
大
文
事
部

論
14

全
全

園
文
事
税
務

昭
和

25
IO
 

12
,0
00
 
愛
知

全
市
川
寛

II
 
21
 
)Q
 
31
 

図
主
？
館
事

図
文
筆
科

編
l

専
門
科
目

~ uu
 



～色。
中
園
語
事
概
論

全
全

中
園
語
夢
講
読

8
 
上
海
東
亜
同
文
8
院

箸
2

E日
干
[1
21

12
 
2
8
 
採
H
H
斉

11
,0
00
 
樹
木

全
鈴
木
鐸
釘

II
 
J(
 
6

 2
7 

中
国
文
皐
演
習

全
全

中
国
古
文
言
語
読

6
大
東
文
化
事
続

箸
4

ノ，
22
 
4

 
I

 
全

11
,0
00
 
鹿
島

全
野
伯
守

11
 
3
0
 
11 

10
 

中
園
哲
事
史

高
等
科

論
7

全
全

フ
ラ
ン
ス
文
型

1鼠
論

2
 
東
大
文
製
部

論
1
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22
 
4
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4
 

全
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00
 
官
事
岡

全
山
崎
知
二
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3
6
 
I
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俳
文
撃
科

全
全

ロ
シ
ヤ
文
皐
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論

ヲ
東
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国
語
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著
2
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3
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3 

2
 2
4
 
主
革
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済
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知

全
h苦
海
復
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語
科

訳
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事
史
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京
大
文
事
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5

全
全

ド
イ
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全
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倉
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0 

ド
イ
ツ
文
翠
演
習

文
厚
科

論
2

英
文
翠
諮
讃

東
大
文
筆
部

箸
l
議

l
全

全
英
文
法
概
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全
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全
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全
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知
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正
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正
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授

2
東
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国
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事
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昭
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00
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製
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00
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京
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文
翠
部
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2
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全
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科

論
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任
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翠
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穆

1等
土

昭
和
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00
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全
石
田
慾
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交
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文
皐
史

全
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皐
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論

4
 
東
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文
事
部
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昭
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4
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00
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東
京
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平
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治
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4 
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科
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師

全
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園
文
皐
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論

2
 
北
京
大
事
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事
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訳
l
以
上

か
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2
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8 

か
2
5
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00
0 
東
京

全
尾
坂
徳
司

大
正

9
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図
文
系

教
授

w
任

英
文
事
概
論

4
早
稲
田
大
撃
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製
部

論
l
訳

2
審
査
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和

25
4

 
10
,0
00
 
東
京

全
荒
川
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彦

明
治
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5 

英
文
筆
史

文
筆
科

編
2

〔
改
頁
〕

〔
別
紙
〕

体
育

I
 愛
知
聖
書
立
医
皐
専
門
皐

箸
2

教
綬

専
任

諮
義

校
医
壁
際
土

論
13

昭
和

24
IO
 

12
,0
00
 
愛
知

男
鈴
木
元
暗

明
治

24
5
 2
5 
昭
和

23
7
申
諮
済

講
師

全
突

技
I

 
日
本
体
育
専
門
事
校

な
し

昭
事
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3
9

 
2

 
全

7,
50
0 
愛
知

全
酒
井
市

大
正

1
I
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 2
7 

全
高
師
部

全
全

実
技

I
 
日
本
女
子
体
育
専
門
事

な
し
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2
4
 
5
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用
済
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50
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愛
知

女
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明
治
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全

校
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第
十
設
置
者

lこ
関
す
る
調

一
、
役
員
氏
名

理
事
林
毅
陸
本
間
喜
一
横
田

大
竹
藤
知
小
岩
井
沖
四
方

小
幡
清
金
鹿
島
宗
二
郎

監
事
片
山
理
鈴
木
択
郎

顧
問
三
淵
忠
彦
長
谷
川
菌
次
郎

忍
神
野
太
郎

博
梅
村
清

安
部
能
成
田
中
耕
太
郎

二
、
財
産
自
録
及
び
貸
借
対
照
表

財
産
目
録

昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在

一
、
資
産
合
計

金
四
百
九
拾
八
高
武
千
五
百
拾
六
回
五
拾
六
銭
也

（
う
供
託
金

資
産
種
別

| 
用
途

! 
記
帳
悩
絡

供
託
金

｜
文
部
省
供
託
金

｜
王
0
0

、0
0
0
、
円
。
。

計
金
五
0
0

、0
0
0
、
円
。
。

{iJ議
考

（
二
）
建
物

〔
改
頁
）

資
産
種
別

用
途

位
置

構
造

建
坪
及
延
坪

建
築
又
は

記
帳
価
格

備
考

取
得
年
月
日

建
物

住
宅

撃
外

平
屋

-
o
坪
五

昭
和
二
三
、
七
、
三
O

一
五
二
、
一
五
O

、0
0

本
年
に
於
て
価
格
の

1/
3梯
込

瓦
葺

資
産
種
別

用
途

位
置

建
物
又
は
延
坪

記
帳
金
額

備
考

建
物
修
理

教
室

翠
内

九
六
O
坪

一
二
一
、
三
九
O

、0
0
天
井
窓
枠
等
修
理

II
 

’E 
II
 

三
五
枚

一
三
、
二
四
O

、0
0

窓
枠
新
設
及
修
理

ノノ
II
 

II
 

一
、
五
O
七
平
方
吹

一
八
、
O
五
O

、0
0

窓
硝
子
様
込

建
物
修
理

住
宅

準
内

-
o
八
坪

一
三
四
、
八
O
玉
、
0
0
間
仕
切
天
井
張
風
呂
場
改
作

II
 

寮
I
)
 

一
一
七
二
坪

一
八
四
、
七
八
八
、
九
O
間
仕
切
窓
枠
修
理
ベ
ッ
ド
据
付

JI
 

}/
 

’F 
六
九
五
平
方
呪

玉
、
五
三
一
、
七
五
窓
硝
子
依
込

II
 

事
生
ホ
ー
ル

//
 

一
八
坪

六
、
七
五
O

、
0
0
炊
事
場
改
造

ノノ
職
員
ク
ラ
ブ

II
 

二
O
坪

三
、
0
0
0

、0
0

天
井
板
張

II
 

炊
事
場

I
)
 

二
五
坪

一
七
、
九
0
0

、0
0
間
仕
切
調
理
場
修
理

ノノ
事
務
所

II
 

一
九
三
坪

三
二
、
二
四
四
、
六
二
間
仕
切
窓
修
理
天
井
張

研
究
室

II
 

炊
事
場

,,,
 

四
八
ヶ
所

二
八
、
八
九
六
、
0
0

天
井
窓
補
張
哲
架
据
付

』 立 叫 ～
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II
 

校
庭

ノノ
ー
ヶ
所

二
、
五
0
0

、0
0
野
球
用
金
網
一
二
尺
×
二
O

尺

電
燈
工
事

住
宅

//
 

七
八
燈

ニ
二
、
七
九
四
、
0
0

住
宅
配
線

/J
 

寮
II
 

-
o
七
燈

五
五
、
六
二
O

、0
0

寮
配
線

II
 

事
務
所

ノF
六
六
燈

ー
八
、
O
九
O

、0
0

各
室
配
線

研
究
室

II
 

事
務
所

II
 

ご
ヶ
所

三
、
四
八
八
、
0
0

電
話
架
設
置

ノノ
教
室

II
 

一
二
八
燈

二
八
、
三
五
八
、
0
0

外
燈
を
含
む

水
道
工
事

住
宅

翠
！
村

八
米

七
0
0

、0
0

住
宅
炊
事
場
及
風
呂
場
引
込

II
 

寮
II
 

二
七
米

八
、
六
0
0

、
0
0

各
寮
引
込

II
 

一
般

/}
 

三
ヶ
所

二
五
、
0
0
0

、0
0

水
量
計
器
施
設
費

計
金
八
九
三
、
八
九
七
、
円
二
四

〔
改
頁
〕

~ R
M

N
 

当
ヨ
－

-E
f 

資
産
種
別

種
類

数
量

記
帳
価
格

備
考

図
書

手口
書

二
五
、
六
四
四
冊

七
二
三
、
六
O
九
、
五
O

I/
 

洋
書

一
、
O
二
五
冊

二
二
九
、
一
一
八
、
0
0

}
}
 

漢
書

三
一
、
六
二
二
｜
！
日

一
、
五
二
一
、
六
二
O
、
。
。

II
 

新
聞
雑
誌

七
五
、
O
五
一
、
九
五

計
金
二
、
五
四
九
、
三
九
九
、
円
四
九

図
（三

）

備
品
什
器

考
備

別
添

記
帳
価
格

八
O
一
、
三
七
O
、
五
O

極
類
｜

数
量

備
品
什
器
｜

四
九
件

計
金
八
0
一
、
ニ
七
O
、
円
五
O

（四
）

資
産
種
別

備
品
什
器

備
考

東
海
銀
行

帝
国
銀
行

静
岡
銀
行

率
利

種
類
｜
預
入
！

券
又
は
残
高

笛
；
座
勘
定
｜
預
金

| 
一
三
、
五
0
0
、
四
一

11
 

I
 "
 

I
 
ニ
O
、
八
三
一
、
四
O

11 
I

 "
 

I
 
六
三
、
七
六
八
、
九
九

計
金
九
八
、
ー
0
0
、
円
八
O

伍
）
銀
行
預
金

資
産
種
別

銀
行
預
金

考
・

備

金

種
類
｜

金
額

現
金

| 
三
八
、
九
四
八
、
五
三

計
金
三
八
、
九
四
八
、
円
五
三

杭
）
現

戸
石
盈
種
別

現
金



考

（
剖
其
の
他
の
資
産

資
産
種
別

1
種
類
！

金
額

鰻
出
金

！
新
岡
部

| 
四
四
、
五
0
0

、0
0

’
音
築
部

| 
五
O

、0
0
0

、0
0

市
役
所

| 
六
、
四
0
0

、0
0

計
金
一
0
0
、
九
0
0
、
円
。
。

金
参
百
武
拾
萱
高
七
千
五
百
武
拾
参
闘
参
拾
銭
也

金

二
、
負
債
合
計

（
ー
）
借
入

負
債
極
別

借
入
金
額

借
入
年

債
権
者

借
入
の
目
的
利
率

償
還

現
在
高

備
考

月
日

及
び
使
途

期
限

借
入
金

五
0
0

、0
0
0

、0
0

二
回
、

東
海
銀
行

一
般
経
費

日
歩

二
四
、

五
0
0

、0
0
0

、0
0

四
、
一
五

ニ
錨
八
厘
五
一
＝
、
ー

II
 

五
0
0

、0
0
0

、0
0

二
四
、

静
岡
銀
行

” 
,, 

二
回
、

一
、
0
0
0

、0
0
0
、
。
。

四
、
一

園
、
三
O

II
 

一
二
七
、
五
八
O

、0
0

二
回
、

私
撃
遼
合

,, 
無

五
ヶ
年

一
、
一
二
七
、
五
八
O
、
。
。

一
、
二
O

据
置

IJ
 

一
、
五
0
0

、0
0
0
、
。
。

二
四
、

愛
知
事
語
庁

諸
施
設
費

II
 

二
回
、

二
、
六
二
七
、
五
八
O
、
。
。

一
一

一
、
ー

一
、
ー

II
 

五
0
0

、0
0
0

、0
0

二
四
、

小
川
氏

一
般
経
費

B’ 
ニ
四
、

三
、
一
二
七
、
五
八
O
、
。
。

二
、
二
八

園
、
一

糊 自 立 川 哲 同 報 酬 慣 は 門 報 諮 問 圃 潤 』 岳 部 珊

金
負
債
種
別

種
類

金
額

備
考

偲
受
金

保
険
料

一
五
六
、
三
O

健
康
、
厚
生
保
険
料

II
 

育
英
曾
資
金

三
、
六
0
0

、0
0
事
生
分

,, 
撃
資
金

四
八
、
四
0
0

、0
0

二
十
四
年
度
事
資
金
余
郷
氏

II
 

預
り
金

-
0
、
一
一
七
、
0
0

国
際
問
題
研
究
所

II
 

校
友
曾
費

七
、
六
七
O

、0
0
挙
生
自
治
会

計
金
八
九
、
九
四
三
、
何
三
O

受
偲

（コ

隣
記

借
入
財
産
は
左
記
の
通
り
な
る
も
本
期
に
於
て
は
正
式
携
下
に
至
ら
ざ
る
た
め
計
上
せ
ず

但
し
土
地
、
建
物
、
其
他
什
器
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
三
年
度
貸
下
料
（
内
後
期
分
は
貸

下
料
に
異
議
あ
り
未
掛
）
五
回
二
、
五
O
八
円
ニ
ニ
支
携
済
な
り

土
地

三
七
、
九
0
0
坪

建
物

五
、
五
0
0
坪

什
器
、
精
子
、
戸
棚
等

約
二
0
0
種

尚
別
に
財
固
法
人
鐙
山
倶
築
部
よ
り
図
書
約
五
万
冊
を
無
料
借
用
保
管
中
な
り

上
以

』 － 叫 しW



』 臥 h H

貸
借
封

H«
表

昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在

借
方
（
資
産
之
部
）

貸
方
（
負
債
之
部
）

科
目

金
額

科
目

金
額

供
託
金

五
0
0

、0
0
0

、0
0

財
圏
基
本
金

五
0
0

、0
0
0

、0
0

建
物

八
九
三
、
八
九
七
、
二
四
正
味
財
産

一
、
二
六
四
、
九
九
三
、
二
六

図
書

二
、
五
四
九
、
三
九
九
、
四
九
偲
受
金

八
九
、
九
四
三
、
0
0

備
品
什
器

八
0
一
、
二
七
O
、
五
O

借
入
金

三
、
一
二
七
、
五
八
O
、
。
。

傾
出
金

-
0
0
、
九
0
0

、0
0

銀
行
預
金

九
八
、
一
0
0

、0
0

現
金

三
八
、
九
四
八
、
五
三

合
計

四
、
九
八
二
、
五
一
六
、
五
六

合
計

{?
?}

 
ー／且

、-
四
、
九
八
二
、
五
一
六
、
五

三
、
最
近
三
ヶ
年
間
の
予
算
及
び
決
算

l
、

BP
.:

f日
二
十
一
年
度
予
算
及
び
決
算
（
昭
和
二
十
三
年
七
月
申
請
済
、
省
略
）

2
、
昭
和
二
十
二
年
度
予
算
及
び
決
算
（
昭
和
二
十
三
年
七
月
申
請
済
、
省
略
）

3
、
昭
和
二
十
三
年
度
予
算
及
び
決
算

昭
和
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在

歳
入
之
部

科
目

予
算
額

決
算
額

比
較
繕
滅

附
記

授
業
料

三
、
九
八
O
、
八
0
0
、
。
。

四
、
五
六
九
、
三
一
回
、
。
。

五
八
八
、
五
一
回
、
0
0

人
員
熔
加
の
た
め
増

入
翠
金

二
五
O

、0
0
0

、0
0

四
七
六
、
五
0
0

、0
0

二
二
六
、
五
0
0

、0
0

Jノ

受
験
料

四
六
O

、0
0
0

、0
0

四
四
五
、
O
五
回
、
0
0

ム
一
回
、
O
五
四
、
0
0
人
員
減
少
の
た
め
減

補
助
金

四
、
0
0
0

、0
0
0
、
。
。

二
、
五
0
0

、0
0
0
、
。
。

ム
一
、
五
0
0

、0
0
0
、
。
。
予
定
に
至
ら
ざ
る
た
め
減

寄
附
金

二
、
四
一
二
、
一
八
O
、
。
。

九
六
四
、
五
ニ
O
、
四
回

ム
一
、
四
四
七
、
六
四
九
、
五
六

Fノ

借
入
金

一
、
二
四
一
、
三
三
五
、
九
O

三
、
一
二
七
、
五
八
O
、
。
。

一
、
八
八
六
、
二
四
回
、
－
0

雑
J投
入

五
五
、
0
0
0
0
0

二
一
一
、
七
七
七
、
二
六

一
五
六
、
七
七
七
、
二
六

予
定
外
の

l投
入
の
た
め
増

総
計

一
二
、
三
九
九
、
三
一
五
、
九
O

一
二
、
二
九
回
、
七
五
五
、
七
0

ム
ー
O
問
、
五
六
O
、
二
O

歳
出
之
部

ト
）
経
常
費

ム
印
は
支
出
増
加
を
示
す

科
目

予
算
額

決
算
額

比
較
増
減

附
記

俸
給
費

二
二
六
O
、
四
0
0

、0
0

二
、
ニ
ニ
八
、
O
五
六
、
八
四

一
一
一
、
ニ
四
二
、
一
六

諸
給
費
之
一
一
二
、
0
0
0
円
流
用
減

諸
給
資

二
、
九
一
八
、
三
0
0
、
。
。

三
、
五
二
一
、
四
七
一
、
八
九

ム
六
O
三
、
一
七
一
、
八
九
俸
給
、
退
職
、
雑
給
、
農
場
、
東
尽
事
務

所
よ
り
流
用
滑

退
職
慰
努
金

一
一
O

、0
0
0

、0
0

五
三
、
一
四
回
、
0
0

五
六
、
八
五
六
、
0
0

諸
給
費
之
五
六
、
八
0
0
円
流
用
減

雑
給
費

一
、
三
五
O
、
三
八
O
、
。
。

一
、
O
三
二
、
六
九
五
、
。
。

三
一
七
、
六
八
五
、
0
0

諸
給
費
之
三
一
七
、
六
0
0
円
流
用
減

研
究
費

-
o
五
、
0
0
0

、0
0

二
三
、
二
六
一
、
0
0

八
一
、
七
三
九
、
0
0

財
画
費
之
八
一
、
七
0
0
円
流
用
減

翠
生
費

三
九
二
、
0
0
0

、0
0

三
九
九
、
O
六
五
、
三
六

ム
七
、
O
六
五
、
三
六
電
燈
薪
水
質
よ
り
流
用
増

図
書
置

七
八
O

、0
0
0

、0
0

七
八
三
、
七
八
二
、
二
四

ム
三
、
七
八
二
、
二
回
右
〔
上
〕
に
全
じ

事
務
費

二
O
四
、
0
0
0

、0
0

三
一
五
、
七
六
八
、
七
O

ム
一
一
一
、
七
六
八
、
七
O
諸
雑
費
予
備
費
よ
り
流
用
増

糊 苗 U 庁 特 汚 濁 凶 （ M m N岨 ’ N C O∞ 抑 ）



管
繕
備
品
費

八
四
六
、
五
0
0

、0
0

六
四
O
、
四
四
四
、
六
八

-
0
六
、
O
五
五
、
ニ
二
財
園
費
之
ニ
O
六
、
0
0
0
円
流
用
減

電
燈
薪
水
費

一
六
二
、
0
0
0

、0
0

一
四
九
、
五
五
五
、
六
O

一
一
、
四
四
四
、
四
O
厚
生
費
図
書
費
之
流
用
減

農
場
費

八
O

、0
0
0

、0
0

八
O

、0
0
0

、0
0

諸
給
費
之
八
O

、0
0
0
円
流
用
減

東
京
事
務
所

六
O

、0
0
0

、0
0

三
二
、
一
九
四
、
一
五

二
七
、
八
O
五
、
八
五

諸
給
費
之
二
七
、
八
0
0
円
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第十一資産

一、資産総括 昭和二十四年三月三十一日現在

種別 員数 鏑格（時価） 備考
建物 一七野 一、OニO、000、。。 住宅（拳外）
建物設備 一六軒 一、八七八、九三七、。。 挙内建物の修理並に設備
設備 ＝種 五八一、一二九、00 電燈、水道、瓦斯設備
図書 七九、八O五冊 九、六O四、六五O、。。
機械 一四 一、O一九、ニ九O、。。 工場周

器具 一、七O五、七七二、。。
有価証券 五枚 五00、000、00
銀行預金 九八、一00、八O
現金 三八、九四八、五ニ
合計 一六、四四六、八二七、＝＝
図書、標本、機械、器具等内訳

種別 員数 価格（時価） 備考
（ー）図書
和書 ニ六、九O一冊 四、九三五、000、。。
漢書 三一、六ニ二冊 三、一六二、二00、。。
洋書 一、九O八冊 五八九、ニ00、00
雑誌類 一九、ニ七四冊 九一八、二五O、00

計－ 九、六O四、六五O、。。
口機械器具
工場用機械 一回 一、O一九、二九O、。。
机、椅子、教具類 二、九一八 九八O、八ーO、00
戸棚類 四六回 ニO八、七五O、00
事務用雑備品類 ｝＼一一 ニー九、八二六、00
食堂用備品類 二九六 七三、七O九、00
営繕用備品質 九一 二一、一七六、00
操業関係用備品質 一七八 ニO、一七一、00

其 他 七一、三一O、00
主として食器類、
数量の捕捉し難きもの

計 二、七ニ玉、O六二、00
日建物 住宅一七軒 一、OニO、000、。。
個建物設備
教室 一、o-ow 五六ー、九四七、00
寄宿寮 九九二ヶ所 三五九、五五七、00
職員住宅 八八ヶ所 六回二、四六O、00
図書館 四五ヶ所 六九、七八O、00
事務所 一二九ヶ所 -o四、九四一、00
其他 六三ヶ所 一三八、二五O、00
計－ 一、八七八、九＝七、。。
田設備
電燈設備 四ニニケ所 四力J\， ニ二五、。。
水道設備 ニOヶ所 四一、五00、00
瓦斯設備 一七ヶ所 四一、ニO四、00

計－ 五八一、一二九、00
例有価証券 五枚 五00、000、00 国庫債券十万円券
佑）銀行預金 カJ＼、一00、八O
（／＼）現金 ＝八、九四八、五＝
資産合計 一六、四四六、八二七、ニニ

二、員 債 昭和二十四年三月三十一日現在

種別 員数 価格（時価） 備考
東海銀行 五00、000、00
静岡銀行 五00、000、00
私祭連合 一二七、五八O、00
愛知鯨庁 一、五00、000、。。
小川氏 五00、000、00
頁債合計 ニ、一一七、五八O、。。
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第十ニ維持鰹盤の方法

一、維持の方法

本大皐は昭和二十一年十一月に開設され、未だ開

皐三週年を迎えるに至っていない。その上開設は

敗戦直後の世相混とんたる時期に忽々の中に企画さ

れ実現されたために他の古い大事に見られるように

多額の基金又は財産を特に持っていない。従ってイ

ンフレこう進途上の園民経済下にあって、これまで

の経管に本学経営担当者が榔ってきた努力と苦心は

実に並々ならぬものがあった。

併し一昨年夏には地元豊橋市を中心として愛知幅

下並びに近隣諸鯨一帯の有志によって愛知大事後援

会が組織され本事に対し多額の財政的援助を輿える

ようになった。全時に又事生生徒の父兄によって各

地区毎に特別後援会が組織され、その組織は今や本

皐畢生のあるところ殆ど全国各地に及んでいる。特

別後援会の財政的支援は後援曾のそれよりも更に直

接的であって本撃はこれに多大の信頼をおいてい

る。

本年四月本皐が新制大事として新しい発足をする

に至るや、その財政的基礎を更に確固不動のものと

するために、後援舎は恒常的な維持員を募集するこ

とになった。一方特別後援会も亦その支援方法とし

て、本事に対する長期貸付金の形のもとに維持費醜

出の制度を採ることとなり、その財政的寄輿を一層

確実なものとした。又本事では皐園附属事業の企画

を着々実行に移し、これ等諸事業からは年々一定の

収益をあげ、後控会及び特別後援会の酸金と相侯っ

て経営面を著しく改善しつつある。

更に本年五月には大事別科並びに附属高等科を開

設したが、これによる牧入は後掲牧文予算容に見る

通り相当多額であり、本皐の多角経営法の成功を物

語っている。

このような財政的基盤の上に本事は明年度から更

に文撃部文皐科の増設を企図するものであるが、こ

れが実現による畢生数の増加は本撃の維持経営につ

いて更に柴観的見透しを興えるものである。

ト） 維持の方法及び計画

文事部文事科増設の結果、その第一年度（昭和二

十五年度）から完成年度（昭和二十七年度）に至る

各年度の予算は後掲.I&支予算書に見る通りである

が、本事維持経営の方法及び計画の要点は次の通り

である。

愛知大学文学部文学科設置認可申請書

牧入計画

項包
第一年度 第二年度 完成年度

（二十五年度） （二十六年度） （二十七年度）
千円 千円 千円

挙校i投入 一八、四五O 一一、一七一 二回、O九一
事業l校入 一、一00 一、四00 一、六五O
維持費 二、五00 二、五00 二、五00
補助金 二、五00 二、五00 二、五00
寄附金 一、000 一、 000 一、000
借入金 （残額）
（不足額） 一、二二五 四一0 一、七八六
計 二六、七七五 二九、O八一 三一、七四一

即ち初年度（昭和二十五年度）においては必要経

費二六、七七五千円に対し.I&入合計は二五、五五O

千円であり差引一、二二五千円の不足額を生ずる。

これは初年度においては教員数の急激な増加による

人件費の膨張に対して撃生数の摺加は比較的僅少で

撃校i位入の増加がこれに伴わないための不可避の赤

字である。この不足額は借入金（主として地元豊橋

市の各銀行より）によって補うが、豊橋市所在各銀

行は地元の大事である本事に対する絶大な好意と本

事後援会の確実な裏付により本撃の要望に応えて金

融することは確実である。

併し乍らこの.I&支不足額も第二年度においては畢

生数の増加によって著しく減少し四一0千円に過ぎ

なく、更に完成年度には必要経費二九、九五五千円

に対して、収入合計三一、七四一千円となり、却っ

て一、七八六千円の剰余を生ずるのである。

なお本撃は財政の基礎を確実にするために、恒久

的維持方法として事園を背景とする各種の事業経営

を拡充又は創設する計画である。そして将来はそれ

ら各種事業から得られる.I&益をもって本事維持の財

政的根幹とし、授業料その他撃生の事賞金負担を軽

減すると共に、後援会及び特別後援会に対する財政

的依存度を少くする予定である。

このためには次の諸計画が進められている。

1 、出版部、事内工場、皐校農場の革充

2 、商事舎社経営

地方物産の販買を中心とする商事曾社を経営し逐

次対華貿易を主軸とする貿易業兼営を計画してい

る。

仁.） l投入を得べき機関

l 、新制大事

昭和二十四年四月開設し現在の塾生定員数は四百

名であるが、文皐部文事科を増設する第一年度（昭
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和二十五年度）は九百名、次年度は千四百名、完成

年度は千九百名となる。これによる授業料その他の

牧入は大約第一年度一千五十万円、次年度一千五百

万円、完成年度一千九百万円である。

2 、旧制大事

現在は事部及び予科第三事年があるが、昭和二十

五年度以降は予科は廃止され皐部だけとなる。その

畢生数は第一年度六百名、次年度四百名、完成年度

二百名であり、これによる授業料その他の牧入は大

約第一年度四百四十万円、第二年度二百九十万円、

完成年度百五十万円である。

3 、別科及び附属高等科

昭和二十四年五月大事別科（修業年限二ヶ年）及

び附属高等科（修業年限一ヶ年）を開設し現在撃生

数合計二百名であるが、第一年度以降は各三百名と

なる。これによる授業料その他の！＆入は大約各年度

三百六十万円である。

4 、附属事業

A、出版部

事内研究報告、通信教授その他に関する出版事業

を行い、第一年度三十万円、次年度四十万円、完成

年度五十万円の収入をあげる。

B、事内工場

澱粉製造、搾油、オブラート製造、紡織等の各工

場経営により、第一年度五十万円、次年度六十万円、

完成年度七十五万円の牧入をあげる。

C、事校農場

事内の耕地一万坪を耕作し又家畜飼育を行い各年

度十万円のi投入をあげる。

5 、後援会

本撃を後援する一般有志によって組織され、会員

は本事維持費として各一千円（普通）又は各一万円

（特別）を寄附する。会員数は現在百二十名（普通）

及び六十名（特別）である。

6 、特別後援会

本撃畢生生徒の父兄によって組織され、会員は本

撃維持費として長期貸付金の形においてその子弟入

事後各五千円を酪出する。

7 、豊橋市

地元豊橋市は本皐創設以来引続き多大な財政援助

を輿えているが、本事に対する皐術の研究、調査、

資料蒐集等の委託費として各年度三百五十万円を酪

出している。
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20
0,
00
0 

。

1,
50
0
名

1,
20
0,
00
0 

1,
20
0,
00
0 

。

1,
50

0
名

別
手
ヰ

’B 
40
0
円

II
 

40
0
円

,, 
40

0
円

"
 

12
0,
00
0 

30
0
名

12
0,
00
0 

12
0,
00
0 

。

30
0
名

12
0,
00
0 

12
0,
00
0 

。

30
0
名

高
等
科

,, 
40
0
円

60
,0
00
 

II
 

4
0
0
円

。
,, 

4
0
0
阿

JI
 

60
,0
00
 

15
0
名

60
,0
00
 

。

15
0
名

60
,0
00
 

60
,0
00
 

15
0
名

4
、
証
明
手
数
料

30
,0
00
 

総
人
員

2,
00

0
名

34
,5
00
 

30
,0
00
 

4,
50
0 
総
人
員

2,
30

0
名

39
,0
00
 

34
,5
00
 

4,
50
0 
総
人
員

2,
60

0
名

l
名

15
円
平
均

1
名

IS
円
平
均

I
名

IS
円
平
均

5
、
雑
牧
入

II
 

2,
00

0
名

"
 
2,

30
0
名

II
 

2,
60

0
名

40
,0
00
 

20
円
平
均

46
,0
00
 

40
,0
00
 

6,
00
0 

20
円
平
均

52
,0
00
 

46
,0
00
 

6,
00
0 

20
円
平
均

第
4
、
寄
宿
舎
牧
入

l
、
舎
費

10
0,
00
0 

年
額

50
0
円

10
0,
00
0 

10
0,
00
0 

。
全

上
10
0,
00
0 

10
0,
00
0 

。
全

上
人
員

20
0
名

〔
左
、
以
下
岡
〕

2
、
雑
収
入

30
,0
00
 

II
 

)5
0
円

30
,0
00
 

30
,0
00
 

。
全

上
3
0
,
0
0。

30
,0
00
 

。
全

上
20

0
名

第
5
、
其
の
他
の

i投
入

l
、
維
持
合
資

2,
50
0,
00
0 

50
0
名

2,
50
0,
00
0 

2,
50
0,
00
0 

。
全

上
2,
50
0,
00
0 

2,
50
0,
00
0 

。
全

上
5,

00
0
円

2
、
工
場

l&
入

50
0,
00
0 

澱
紛
、
搾
油
、
紡
織

60
0,
00
0 

50
0,
00
0 

10
0,
00
0 

企
上

75
0,
00
0 

60
0,
00
0 

15
0,
00
0 

全
上

各
工
場

3
、
農
場

l&
入

10
0,
00
0 

皐
校
農
場

10
0,
00
0 

J
O
O
，
似
旧
日

。
企

上
10
0,
00
0 

10
0,
00
0 

。
全

上
4
、
出
版
部
牧
入

30
0,

0<
JO

事
校
出
版
部

40
0,
00
0 

3
0
0
,
0
0
。

10
0 
0
0
0
 

全
上

5
0
0
 0
0
0
 

40
0,
00
0 

1
0
0
0
0
0
 
全

上

第
6
、
雑

l&
入

20
0,
00
0 

建
物
資
料

30
0,
00
0 

10
0,
00
0 

{?
?}

 
全

上
30
0,
00
0 

30
0,
00
0 

。
全

上
其
の
他

10
0,
00
0 

経
常
部
計

22
,0
50
,0
00
 

25
,1
70
,5
00
 

22
,0
50
,0
00
 

3,
12
0,
50
0 

28
,2
41
,0
00
 

25
,1
70
,5
00
 

3,
07
0,
50
0 

〔
臨
時
の
部
〕

第
l
、
街
助
金

2,
50
0,
00
0 

豊
縞
市
補
助
金

2
5
0
0
,
0
0
0
 

2,
50
0,
00
0 

。
全

上
2,
50
0 
0
0
0
 

2,
50
0,
00
0 

。
全

上
第

2
、
寄
附
金

1,
00
0,
00
0 

後
援
合
其
の
他

1,
00
0,
00
0 

1,
00
0 
0
0
0
 

。
全

上
1,
00
0 
0
0
0
 

I
 00
0,
00
0 

。
全

上
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第
3
、
借
入
金

臨
時
部
計

牧
入
合
計

辺
立
型
2

_
i
B
旦

QQ
26
,7
TI
_,
OO
O 

41
0,
00
0 
I
 1.
22
s,
oo
o 

I
ム

81
5,

00
0

3,
91
0,
00
0 
I
 4,
ns
,o
oo
 

I
ム

81
5,

00
0

29
型

0,
50
0
l
l
生
77

5,
00

0
j

 
1
り
，
50
0

。
I

41
0,
00
0 

I
ム

41
0,
00
0

J,
so
o,
oo
o 
I

 3,
91
0,
00
0 

I
ム

41
0,
00
0

31
,7
41
,0
00
 I

 
29
,o
so
,s
oo
 I

 2
.6
60
,s
oo
 

支
出
の
部
（
経
常
の
部
）

ム
印
は
減
を
示
す

第
l
>ｵJ
J!'
. 
（
昭
和

25
年
疫
）

第
2
年
度
（

llt
l和

26
年
度
）

第
3
年
度
（
昭
和

27
年
度
）

科
日

予
算
額

前
年
度

i智
減

摘
要

予
算
額

前
年
度

t将
減

摘
要

予
算
額

前
年
度

組
減

摘
要

予
算
額

予
算
額

予
算
額

第
l
、
翠
校
経
費

l
‘
給

料

翠
長

I
 :･, 

24
0,
00
0 

24
0,
00
0 

日
全

上
24
0,
00
0 

24
0,
00
0 

。
全

上
月
額

20
,0
00
円

教
民

w:
任
教
授

5,
41
2,
00
0 

39
名

(
 4
月
）

6,
00
6,
00
0 

5,
41

2,
0

(]
O

39
4,
00
0 

45
名
（

4
月
）

7,
17
6,
00
0 

6,
00
6,
00
0 

I, 
17
0,
00
0 

46
名
月
額

13
,0

00
円

4
名
＂

11
,0

00
門
（

IO
月
）

l
名

H
11
,0
00
円
（

10
月
）

H
助
教
授

1,
05
6,
00
0 

I
 l名
＂

8,
00
0
円

1,
15
2,
00
0 

1,
05
6,
00
0 

96
,0
00
 

12
名
＂

8,
00

0
円

1,
29
6,
00
0 

1,
15
2,
00
0 

14
4,
00
0 

12
名
＂

9,
00
0P
l

M
助
手

14
4,
00
0 

2
名
＂

6,
00

0
円

14
4,
00
0 

14
4,
00
0 

。
全

上
16
8,
00
0 

14
4,
00
0 

24
,0
00
 

2
名
＂

7,
00

0
円

I/
 
講
師

l,
!0
4,
00
0 

I
 l
名

(
 4
月
）

1,
34
4,
00
0 

1,
10
4,
00
0 

24
0,
00
0 

14
名

11
8,

00
0
門

1,
51
2,
00
0 

1,
34
4,
00
0 

16
8,
00
0 

14
名

11
9,
00
0
門

l
名
＂

8,
00
0
円
（

10
月
）

兼
任
教
授

46
8,
00
0 

13
名

II
J,
QQ
Q
門

46
8,
00
0 

46
8,
00
0 

。
全

上
46
8,
00
0 

46
8,
00
0 

。
全

上

講
師

36
0,
00
0 

14
名

(
 4
月
）

38
4,
00
0 

36
0,
00
0 

24
,0
00
 

16
名

M
2,
00
0
門

3世
6,
00
0

38
4,
00
0 

12
,0
00
 

16
名
（

4
月
）

2
名
＂

2,
00

0
円

(l
o
月
）

l
名
＂

2,
00
0
円

(l
o
月
）

研
究
員

38
4,
00
0 

4
名

I/
8,

QQ
Q
円

38
4.
00
0 

38
4,
00
0 

。
全

よ
43
2,
00
0 

38
4,
00
0 

48
,0
00
 

4
名

11
9,
00
0
円

帰
託

60
,0
00
 

校
医

60
,0
00
 

60
,0
00
 

。
全

上
60
,0
00
 

60
,0
00
 

。
全

上
事
務
員

主
事

48
0,
00
0 

5
名

11
8,

00
0
円

48
0,
00
0 

48
0,
00
0 

。
会

上
54
0,
00
0 

48
0,
00
0 

60
,0
00
 

5
名
＂

9,
00
0
円

主
事
総

21
6,
00
0 

3
名
＂

6,
00
0
円

28
8,
00
0 

21
6,
00
0 

72
,0
00
 

4
名
＂

6,
00
0
円

33
6,
00
0 

28
8,
00
0 

48
,0
00
 

4
名

11
7,
00
0
円

書
記

48
,0
00
 

l
名

II
4,

QQ
Q
円

96
,0
00
 

48
,0
00
 

48
,0
00
 

2
名

II
4,

00
0
円

12
0,
00
0 

96
,0
00
 

24
,0
00
 

2
名
＂

5,
00
0
阿

2
、
諸

給
旅
費

23
7,
00
0 

赴
任
出
張
等

28
5,
00
0 

23
7,
00
0 

48
,0
00
 

全
上

28
7,
00
0 

28
5,
00
0 

2,
00
0 

全
上

手
当

4,
37
1,
36
0 

家
族
、
軍
事
務
、
住
宅

4,
77
8,
20
0 

4,
37
1,
26
0 

40
6,
94
0 

全
上

4,
85
5,
70
0 

4,
77
8,
20
0 

77
,5
00
 

全
上

年
末
等

諸
傭
給

1,
14
7,
56
0 

側
人
給
料
及
諸
手
当

1,
39
2,
90
0 

1,
14
7,
56
0 

24
5,
34
0 

全
上

1,
62
0,
90
0 

1,
39
2,
90
0 

22
8,
00
0 

全
上

3
、
備
品
費

器
具
機
械
資

7
0
 0
0
0
 

自
然
科
些
教
室
用

15
0,
00
0 

70
,0
00
 

80
,0
00
 

全
上

20
0,
00
0 

15
0,
00
0 

50
,0
00
 

全
上

標
本
模
型
質

30
,0
00
 

I/
 

50
,0
00
 

30
,0
00
 

20
,0
00
 

全
上

80
,0
00
 

50
,0
00
 

30
,0
00
 

全
J:
 

什
密
雑
品

11.
1

20
0,
00
0 

30
0,
00
0 

20
0,
00
0 

10
0,
00
0 

40
0,
00
0 

30
0,
00
0 

10
0,
00
0 

図
u
r
n

1,
20
0,
00
0 

1,
44
0,
00
0 

1,
20
0,
00
0 

24
0,
00
0 

1,
80
0,
00
0 

1,
44
0,
00
0 

56
0,
00
0 

4
、
消
耗
品
費

消
耗
品
費

92
,0
00
 

10
4,
00
0 

92
,0
00
 

12
,0
00
 

12
0,
00
0 

10
4,
00
0 

16
,0
00
 

印
刷
費

72
,0
00
 

84
,0
00
 

72
,0
00
 

12
,0
00
 

10
8,
00
0 

84
,0
00
 

24
,0
00
 

通
信
運
搬
費

96
,0
00
 

10
8,
00
0 

96
,0
00
 

12
,0
00
 

12
0,
00
0 

10
8,
00
0 

12
,0
00
 

上
研
究
費

研
究
賞

60
0,
00
0 

72
0,
00
0 

60
0,
00
0 

12
0,
00
0 

96
0,
00
0 

72
0,
00
0 

24
0,
00
0 

6
、
実
験
実
習

J1
l

薬
品
質

24
,0
00
 

42
,0
00
 

24
,0
00
 

18
,0
00
 

48
,0
00
 

42
,0
00
 

6,
00
0 

材
料
及
雑
品
質

24
,0
00
 

60
,0
00
 

24
,0
00
 

36
,0
00
 

72
,0
00
 

60
,0
00
 

12
,0
00
 

7
、
与
生
諸
m

体
育
質

10
0,
00
0 

15
0,
00
0 

10
0,
00
0 

50
,0
00
 
懇

E主
m
加
の
為

20
0,
00
0 

15
0,
00
0 

50
,0
00
 

全
上

保
健
衛
生
費

10
0,
00
0 

11
5,
00
0 

10
0,
00
0 

15
,0
00
 

I/
 

13
0,
00
0 

11
5,
00
0 

15
,0
00
 

全
上

雑
費

50
,0
00
 

80
,0
00
 

50
,0
00
 

30
,0
00
 

10
0,
00
0 

80
,0
00
 

20
,0
00
 

8
、
募
集
費

事
生
募
集
貨

20
0,
00
0 

20
0,
00
0 

20
0,
00
0 

。
20
0,
00
0 

20
0,
00
0 

。
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9
、
修
繕
費

建
物
修
繕
貨

10
0,
00
0 

15
0,
00
0 

10
0,
00
0 

50
,0
00
 

20
0,
00
0 

15
0,
00
0 

50
,0
00
 

一
般
修
繕
質

80
,0
00
 

10
0,
00
0 

80
,0
00
 

20
,0
00
 

15
0,
00
0 

10
0,
00
0 

50
,0
00
 

10
、
保
険
料

保
険
料

18
0,
00
0 

翠
校
建
物
全
般
及
図
窃

25
0,
00
0 

18
0,
00
0 

70
,0
00
 
図
書
及
住
宅
等
の

30
0,
00
0 

25
0,
00
0 

50
,0
00
 

全
I: 

増
加
に
よ
る

II
、
借
地
料

土
地
及
建
物
借
料

62
5,
00
0 

園
有
財
産
貸
下
料

62
5,
00
0 

62
5,
00
0 

。
全

上
62
5,
00
0 

62
5,
00
0 

。
全

上
12
、
雑

費
雑

費
48
0,
00
0 

電
燈
水
道
費
を
含
む

60
0,
00
0 

48
0,
00
0 

12
0,
00
0 

全
上

72
0,
00
0 

60
0,
00
0 

12
0,
00
0 

全
上

第
2
、
寄
宿
舎
資

l
、
備
品
質

30
0,
00
0 

30
0,
00
0 

30
0,
00
0 

。
10
0,
00
0 

30
0,
00
0 

ム
20

0,
00

0
2
、
消
耗
品
費

24
,0
00
 

24
,0
00
 

24
,0
00
 

。
24
,0
00
 

24
,0
00
 

。

に
修
繕
費

80
,0
00
 

10
0,
00
0 

80
,0
00
 

20
,0
00
 

10
0,
00
0 

10
0,
00
0 

。

4
、
雑

費
50
,0
00
 

60
,0
00
 

50
,0
00
 

10
,0
00
 

60
,0
00
 

60
,0
00
 

。

第
3
、
財
臨
費

l
、
役
員
報
酬

27
0,
00
0 

2
7
0
，
飢
渇

27
0,
00
0 

。
27
0,
00
0 

2
7
0
 0
0
0
 

。

工
会
議
貸

50
,0
00
 

50
,0
00
 

50
,0
00
 

由
50
,0
00
 

50
,0
00
 

。

3
、
事
務
員
給

26
4,
00
0 

2
名
月
額

8,
00
0
円

26
4,
00
0 

26
4,
00
0 

。
全

上
30
0,
00
0 

26
4,
00
0 

36
,0
00
 

2
名
月
額

9,
00
0
円

I
；名

υ
6
,
0
0
0
円

l
：
名
＂

7,
00
0
円

4
、

Im
費

11
9,
00
0 

11
9,
00
0 

11
9,
00
0 

。
11
9,
00
0 

11
9,
00
0 

。

5
、
手

当
18
2,
00
0 

家
族
、
職
務
、
住
宅

18
2,
00
0 

18
2,
00
0 

。
全

上
18
2,
00
0 

1
8
2
,
0
0
。

。
全

上
年
末
手
当
等

6
、
備
品
質

23
,0
00
 

25
,0
00
 

23
,0
00
 

2,
00
0 

25
,0
00
 

25
,0
00
 

。

7
、
消
耗
品
質

43
,0
00
 

48
,0
00
 

43
,0
00
 

5,
00
0 

60
,0
00
 

48
,0
00
 

12
,0
00
 

8
、
通
信
運
搬
費

24
,0
00
 

30
,0
00
 

24
,0
00
 

6,
00
0 

36
,0
00
 

30
,0
00
 

6,
00
0 

9
、
東
尽
事
務
所
費

48
,0
00
 

東
京

Ii
i~
長
所
経
費

48
,0
00
 

48
,0
00
 

。
全

上
48
,0
00
 

48
,0
00
 

。
全

上
10
、
維

1量
24
,0
00
 

3
0
0
0
0
 

2
4
 0
0
0
 

6,
00
0 

30
,0
00
 

30
,0
00
 

。

第
4
、
予
備
費

fマ
マ
》
予
備

El
l

49
8,
18
0 

79
0,
40
0 

4
9
8
 1
80
 

29
2,
22
0 

79
6,
40
0 

79
0,
40
0 

6,
00
0 

経
常
部
計

22
,0
50
,0
00
 

25
,1
70
,5
00
 

22
,0
50
,0
00
 

3,
12
0,
50
0 

28
,2
41
,0
00
 

25
,1
70
,5
00
 

3,
07
0,
50
0 

〔
臨
時
の
部
〕

第
l
、
積
立
金

I
、
校
舎
柳
下
積
立
金

。
。

。
。

1,
78
6,
00
0 

。
1,
78
6 
0
0
0
 

2
、
退
職
手
当
積
立
金

2
0
0
0
0
0
 

3
0
0
 0
0
0
 

20
0,
00
0 

1
0
0
,
0制
。

30
0,
00
0 

30
0,
00
0 

。

第
2
、
震
債
償
還
資

l
、
フ
Z

金
3
 0
0
0
 0
0
0
 

1,
30
0,
00
0 

3,
00
0,
00
0 

6
1
,
7
0
0
,
0
0
0
 

41
0,
00
0 

I
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愛知大学史研究（第2号、 2008年）

第十三現在経営している望校の現況

一、皐校名及びその沿革

l 、事校名愛知大挙

2 、その沿革

昭和二十三年七月申請の愛知大型設置申請書に

詳述したところであるが、本撃は昭和二十一年十

一月十五日設置認可を得て大事令による大事とし

て開校した。次いで昭和二十三年七月翠校教育法

による新皐制の大皐設置認可を申請し、昭和二十

四年二月二十一日を以って認可となり法経翠部

三、教員

（法翠科及び経済事科）並びに文皐部（社曾皐科）

の二学部を以って四月一日開校したのである。

こうして現在は法経事部及び文撃部の二事部か

ら成る新制の大皐並びに法政科、経済科から成る

旧制の大挙及びその予科（第三翠年だけ）がある

二、現行串則

l 、旧制の大皐の翠則（昭和二十三年七月申請済の

分と変りなく省署する）

2 、新制の大事の塑則（全右〔上〕）

氏名 職名
担嘗科目

略 歴
新制 旧制学部 旧制予科

林 毅際 撃長 慶大文穆科卒法事博士

小岩井 w 教授 政治社合j思想史 東大法綾部卒

園部 敏 全 行政法 東大法事部卒

秋葉 隆 全 社曾皐 ネ土台翠 東大文事部卒文翠博士

竹井 廉 全 商法 東大法翠部卒

小幡消金 全 財政皐特殊講義 東大経済事部卒

森谷克己 全
社曾科事

東大法皐部卒
概論

戸津識彦 会 政治皐 東大法接部卒

松坂佐一 全 民法 東大法接部卒法皐博士

四方 博 全 経済原論 東大経済翠部卒

花村美樹 全 刑法 東大法撃部卒

〔改頁〕 久留間鮫造 教授 経済摩史 東大法皐部卒

一回一億 全 憲法 京大法撃部卒

鈴木築太郎 全 社合学 京大文型部卒

横山将三郎 全 倫理挙 外書議讃（英） 東大文事部卒

中村和之雄 全 英語 東大文挙部卒

玉井 茂 全 経済翠 英 言語 東大法皐部卒

大内義郎 全 生物翠 技術発達史 米国スタンフォード大与卒

住谷悦治 全 経済観史 東大法皐部卒

費イ白 守 全 漢文 漠 文 大東文化事院高等科卒

熊漂復六 全 露語 露 言否 東尽外語露語科卒

鈴木沢郎 全 準語 ヲiii 雪肘ヨロ正 上海東亜同文書院〔卒〕

山崎知二 全 仰語 {1f, 語 東大文翠部卒

板倉靭音 全 独語 独 語 京大文事部卒

久曽神屍 教授 図語
図 語、

東大文製部卒
園文撃史

〔改頁〕

若江得行 全 英語 東大文製部卒

服部正巳 全 独語 独 語 東大文撃部卒

清水武雄 全 新聞製 東大経済事部卒

山下康雄 全 園際法 台北大文政翠部卒

三好四郎 助教授 農業政策 九大法文寧部卒

荻野茂彦 全 外書譜誼（英） 法学通論 九大法文事部卒

大石岩雄 企
経営事

東京商大卒
経理翠

鈴木中正 全 歴史 歴 史 東大文事部卒
細迫朝夫 全 論理謬 哲 翠 東大文翠部卒

172 



津之地直一

石田 泰

川越淳ニ

太田英一

伊藤猷典

字野弘識

菊地勇夫

石浜知行

高橋正雄

嘉治隆一

山本二三丸

藤江忠二郎

胡麻本蔦ー

桑島信一
金丸一夫

浅井定彦

〔改頁〕 小木曽公

池上貞一

長谷川正平

丸山 薫

コンスタンチン
グッドルフ

四、生徒

1 、定員

新制法経撃部

文皐部

計

旧制事部

予科

全 園語

全 英語

全

講師

全

全

全

全

全

全

全

全

全 露語

全 準語

全 撃語

全

講師 人文地理

全

全

全

全

特殊講義

宗教事

一、二00名

四00名

一、六00名

三六O名

四八O名

計 八四O名

合計 二、四四O名

2 、現在在皐畢生生徒数

新制法経事部

文事部

計

旧制事部

予科

計

五六二名

七五名

六三七名

四九七名

二四四名

七四O名

合計 一、三七七名

3 、累年卒業数

統計事

教育李
経済政策

事土舎法

毘際講座

園際講座

園際講座

特殊講義

民事訴訟法

国際講座

特殊講義

宗教事

旧制事部 昭和二十二年度 一三名

H 二十三年度 一八名

計 三一名

愛知大学文学部文学科設置認可申請書

京大文接部卒
英 喜善 東大文事部卒

早大文事部卒

東京商大卒

京大文科卒文拳博士
東大経済事部卒

東大法皐部卒法皐樽士

東大法撃部卒

東大経済事部卒
東大法事部卒
東大経済事部卒

東大法撃部卒

露 語 ハルピン日露協会拳校卒

華 語 上海東亜同文書院卒

愛知大撃卒

英 語 東京外語英語部卒

東大文筆部卒

撃 語 上海東亜同文書院予科中退

笑 語 東大文事部卒

東大文製部中退

南山外語教授

予科 昭和二十一年度 八八名

H 二十二年度 九八名

M 二十三年度一四八名

計 三三四名

合計 三六五名

備考本撃の開校は昭和二十一年度である

五、新学術j轄換方針

韓換方法に関しては昭和二十三年七月申請の通り

でるる

なお昭和二十五年度に文事部文筆科を開設するに

嘗つては一年次及び二年次の事生を同時に®：容する

について一年次の畢生は新たに募集し、二年次の畢

生は現在法経事部及び文事部社曾学科在皐一年次拳

生中の希望者を®：容する

第十回路来の計画

（昭和二十三年七月申請済の分と変りなく省略する）
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